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パブリックコメント（意見公募）制度に基づき、
皆さんからの意見を募集します

募集期間

12月31日㈬まで

登別市行政手続条例の一部改正
（案）

（仮称）登別市障がい者支援プラン
（案）

概要
・
目的

　行政が行う処分や行政指導などの
手続きを規定する『行政手続法』に
おいて、法律に基づく行政指導を受
けた者が、その指導が法律に適合し
ないと思う場合に、行政に対しその
中止などを求める手続きなどが追加
され、平成27年 4 月１日から実施さ
れます。
　この『行政手続法』の規定では、
市が行う条例などに基づく処分およ
び行政指導は適用除外とされている
ため、『登別市行政手続条例』に、
行政手続法に追加された手続きを規
定するため、この条例の一部改正を
行います。

　市は、障害者基本法に基づき、障
がい者の生活全般に関する市の施策
についての基本的な事項を定めた
『登別市障がい者福祉計画』と、障
害者総合支援法に基づき、障害福祉
サービスなどを地域で計画的に提供
するために定めた『第 3期登別市障
がい福祉計画』を策定しています。
　これらの計画は、いずれも本年度
で計画期間満了を迎えることから、
二つの計画を一本化し、新たに
『（仮称）登別市障がい者支援プラ
ン』を策定します。

担当
グループ

総務グループ
〒059-8701　中央町 6丁目11

（☎85 1 1 3 0 ・思85 1 1 0 8 ）
Ｅメール：somu@city.
noboribetsu.lg.jp

障害福祉グループ
〒059-8701　中央町 6丁目11

（☎85 3 7 3 2 ・思85 1 1 0 8 ）
Ｅメール：welfare2@city.
noboribetsu.lg.jp

登別市地域包括支援センターの包
括的支援事業の実施に係る基準等

を定める条例（案）

登別市指定介護予防支援等の事業
の人員及び運営並びに指定介護予
防支援等に係る介護予防のための
効果的な支援の方法に関する基準

等を定める条例（案）

第６期登別市高齢者保健福祉計画
及び介護保険事業計画（案）

概要
・
目的

　これまで介護保険法や厚生労働省
令などで定められていた、地域包括
支援センターの基本方針や職員数な
どに関する基準について、介護保険
法の一部改正などにより、市におい
て定めることとされたため、今回新
たに制定するものです。

　これまで介護保険法や厚生労働省
令などで定められていた、指定介護
予防支援の基本方針や職員数などに
関する基準について、介護保険法の
一部改正などにより、市において定
めることとされたため、今回新たに
制定するものです。

　平成27年度から平成29年度までの
3年間における高齢者の保健福祉施
策を定める計画と介護保険の給付対
象となる介護サービスに関する計画
を一体的に策定するものです。

担当
グループ

高齢・介護グループ
〒059-8701　中央町 6丁目11

（☎85 5 7 2 0 ・思81 3 2 9 3 ）
Ｅメール：kaigo@city.noboribetsu.lg.jp

社会福祉グループ
〒059-8701　中央町 6丁目11
（☎85 1 9 1 1 ・思85 1 1 0 8 ）
Ｅメール：welfare@city.
noboribetsu.lg.jp

▶ 資料の閲覧　本案の全文は、市役所１階市民コーナー、各支所、市民会館、市立図書館、市民活動セン
ター、意見募集の各担当グループに備え付けるほか、市ホームページにも掲載します
▶ 意見の例　『○○事業は、△△のように改善すれば市民が利用しやすくなる』、『条例案○条は、△△
と記載されているが、□□の理由から◇◇のような記載が必要ではないか』など、皆さんの意見をお寄
せください
▶ 意見の提出方法　各閲覧場所に備え付けの専用用紙か任意の用紙に①案件名②住所③氏名④電話番号⑤
意見を記入し、各閲覧場所備え付けの『意見箱』に投函するか、郵送またはファクス、Ｅメールで各担
当グループに提出してください
※電話や来庁による口頭でのご意見はお受けできません。
▶ 意見に対する回答　寄せられた意見に対する市の考え方は、市ホームページに掲載するほか、上記閲覧
場所に閲覧ファイルを備え付けます
※意見を提出した方に対して個別の回答は行いません。
※意見を提出した方の住所、氏名、電話番号は公表しません。

▲ 各閲覧場所備え付けの『意見箱』
（例）

▲意見書（例）

15 パブリックコメント（意見公募）制度に基づき、皆さんからの意見を募集します

皆さんからの
意見を募集します


